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高島市のあいば野演習場で実施される自衛隊と米陸

軍との実動訓練が始まるのを前に、１４日、「オスプ

レイ来るな！ 日米合同演習反対１０・１４あいば野

大集会」が高島市今津の住吉公園で開かれました。近

畿各府県の平和団体や労働組合など約６００人が詰め

かけ、さざなみネットからは、滋賀銀行従業員組合の

組合員や先輩組合員・家族８人とともに３人が参加し

ました。

集会のあいさつをした「ふるさとをアメリカに使わ

せない滋賀県連絡会」の杉原秀典代表は「日米合同演

習がある限り、オスプレイがあいば野に来る」「あい

ば野が本格的な米軍基地になろうとしている」と指摘

し、「ふるさとを守り、沖縄県民と心を一つに平和な

日本の未来を」と訴えました。

集会では「日本国憲法前文に明記されている『平和

に生きる権利』＝平和的生存権を高らかに掲げ、日米

合同演習反対、オスプレイ配備反対の声を日本国民の

なかに、より一層大きく広げていく」との集会宣言

（全文裏面）を採択しました。

集会後、陸上自衛隊今津駐屯地前まで、「オスプレ

イ は 日 本か

ら出ていけ」

「 人 殺 しの

訓練反対」などと唱和、町民に訴えながらデモ行進し

ました。

今回来演予定の米陸軍歩兵大隊（在ハワイ）は、ベ

トナム戦争、イラク戦争など、世界中で米国が行って

きた戦争に参加してきた“歴戦の部隊”です。このま

までは、オスプレイがあいば野にくるかもしれません。

合同演習とオスプレイの配備をやめさせるには、日米

安全条約を破棄する以外にないことが分かりました。

更に学習し多くの仲間に訴えていきたいと思います。
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滋賀従組・先輩組合員とともに



この国の政府は誰のためにあるのか！

政府が７月に公表した１２年度防衛白書では、集

団的自衛権行使につながる日米「動的防衛協力」を

強調しています。これは、世界のどこかで常に戦争

を行っているアメリカ軍と自衛隊が、今まで以上に、

共同の情報収集・警戒監視・偵察活動などを行うと

いうものです。さらに、合同演習と軍事基地の共同

使用の拡大など、あいば野での合同演習の常態化を

裏付ける内容になっています。この間、自衛隊はグァ

ムやテニアンで実戦さながらの島嶼上陸作戦の日米
とうしょ

合同演習を繰り返しています。

あいば野演習場では、都市型戦闘のための本格的

な訓練施設の増設、「移動監視隊」や「無人偵察機

隊」の設置、迎撃ミサイルＰＡＣ３の配備など日米

「動的防衛協力」を先取りした機能強化が行われて

います。

アメリカの世界戦略のために、ふるさとあいば野

が利用され、日本の若者を戦争に駆り立てることを

許してはなりません。

この国の政府は誰のためにあるのか！！

オートローテーション機能を持たない、日本の航

空法では飛行が許されない欠陥機オスプレイが強行

配備されました。沖縄を始め、全国知事会や１００

を超える地方議会から配備反対や墜落の懸念を表明

する決議が相次いで挙げられています。「市街地上

空は飛行しない」「モード変換は米軍基地で行う」

などの取り決めは、試験飛行の、その瞬間から反故

にされました。そして、政府は、それらの言い訳と

して、「運用上

差支えない範囲

で」というアメ

リカ軍の言い訳

を代弁してはば

かりません。

あいば野への

オスプレイ飛来は、現実に迫っている危険です。度

重なる演習の中で海兵隊の来演は８回に上り、ヘリ

の参加も再三にわたっています。

実際に、昨年のあいば野での演習で防衛庁は、Ｃ

Ｈ４６ヘリの参加を海兵隊に求めています。ＭＶ２

２オスプレイは、海兵隊ＣＨ４６ヘリの代替機です。

日本国民の頭上に、滋賀県民の頭上に、墜落の危

険がある欠陥機を飛行させてはなりません。

日本国憲法前文に明記さ

れている「平和に生きる権

利」＝平和的生存権を高ら

かに掲げ、日米合同演習反

対、オスプレイ配備反対の

声を日本国民のなかに、よ

り一層大きく拡げていくこ

とをここに宣言します。

２０１２年１０月１４日

オスプレイ来るな！日米合同演習反対

１０・１４あいば野大集会

「オスプレイＮＯ」と「平和のはと」のチラシでアピール

集 会 宣 言




